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成
羽
町
本
丁
商
店
街

の
若
者
で
組
織
す
る
「
本

丁
商
人
」。

　

「
本
丁
か
ら
元
気
を
発

信
し
て
地
域
を
盛
り
上

げ
よ
う
」
と
始
め
た
「
本

丁
土
曜
夜
市
」
は
、
今
で

は
他
の
地
域
住
民
や
吉

備
国
際
大
学
生
な
ど
も

参
加
す
る
成
羽
の
夏
の

風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
彼
ら
が
次
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、

陶
製
の
神
楽
オ
ブ
ジ
ェ
。
こ
の
会
の
代
表
・

難
波
彰
浩
さ
ん
�
は
「
本
丁
に
自
分
た
ち
で

作
っ
た
神
楽
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
並
ぶ
神
楽
ロ
ー

ド
を
作
っ
て
、
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
や
成
羽
町

美
術
館
を
訪
れ
た
人
に
見
て
も
ら
い
、
商
店

街
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
語
り
ま
す
。

　

オ
ブ
ジ
ェ
の
制
作
は
平
成　

年
１
月
か
ら

１９

開
始
。
会
員
や
、
土
曜
夜
市
を
通
じ
て
仲
間

に
な
っ
た
地
域
住
民
ら
総
勢　

人
ほ
ど
が
毎

１５

週
水
曜
日
の
夜
、
会
員
で
陶
芸
家
の
田
辺
典

子
さ
ん
�
方
の
工
房
に
集
合
。
田
辺
さ
ん
に

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
土
ひ
ね
り
、
焼
き
上

げ
、
ベ
ン
ガ
ラ
を
使
っ
た
色
付
け
な
ど
、
手

作
り
で
制
作
し
ま
し

た
。
作
業
は
和
や
か
な

雰
囲
気
で
進
む
の
で

い
つ
の
間
に
か
時
間

が
過
ぎ
、
い
つ
も
深
夜

に
及
び
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月
に

１９

１２

は
大
国
主
命
な
ど　
１０

体
が
完
成
。
商
店
街
に

設
置
さ
れ
、
お
披
露
目
会
も
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
昨
年
夏
に
は
４
体
を
追
加
制
作
、

現
在
は　

体
の
神
楽
オ
ブ
ジ
ェ
が
商
店
街
に

１４

並
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
神
楽
ロ
ー
ド
の
集
大
成
と
し
て
、
昨

年
夏
か
ら
「
吉
備
津
彦
命
」
と
「 
温  
羅 
」
を

う 

ら

制
作
し
て
お
り
、
近
く
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

今
ま
で
の　

体
が
お
よ
そ　

㌢
の
体
長
で

１４

５０

あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
２
体
は
大
き
く
、
吉

備
津
彦
命
は
剣
先
ま
で
の
体
長
が
１
㍍　

㌢
３０

に
も
な
り
、
使
っ
た
粘
土
の
量
も
３
倍
と
の

こ
と
。

　

１
月　

日
の
作
業
に
は　

人
が
参
加
し
、

２８

１０

２
体
の
上
半
身
と
下
半
身
の
結
合
部
分
の
制

作
な
ど
、
最
終
的
な
微
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

指
導
し
た
田
辺
さ
ん
は
「
素
人
と
は
思
え

な
い
出
来
栄
え
。
こ
の
仲
間
と
作
れ
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
」。
町
内
下
原
か
ら
参
加

し
た
加
藤
裕
和
さ
ん
�
は
、「
毎
回
楽
し
く
参

加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
２
体
の
設
置
が
楽
し

み
」
と
話
し
ま
す
。

　

「
長
年
の
夢
だ
っ
た
神
楽
ロ
ー
ド
が
も
う

す
ぐ
完
成
。
皆

さ
ん
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ

い
」
と
難
波
さ

ん
。

　

２
体
は
成
羽

町
美
術
館
の
入

口
付
近
に
設
置

さ
れ
、
３
月
１

日
の
お
披
露
目

会
で
お
目
見
え

し
ま
す
。

神楽ロードもうすぐ完成人
難波彰浩さん

 本  丁  商  人 とその仲間たち
ほん ちょう あき んど
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ヤマセミ・クマタカ
観察会

　

朝
の
通
学
・
通
勤
時
間
帯
、
備
中
高
梁
駅
で
は
大
勢

の
高
校
生
・
大
学
生
が
降
り
、
列
に
な
っ
て
登
校
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
高
梁
市
を
訪
れ
る
観
光
客
な
ど
か

ら
は
、「
山
あ
い
の
小
さ
な
ま
ち
に
し
て
は
、
若
者
の

姿
が
多
い
で
す
ね
」
と
小
さ
な
驚
き
を
耳
に
し
ま
す
。

　

今
月
号
の
特
集
、
学
園
文
化
都
市
づ
く
り
で
は
、
何

人
か
の
学
生
を
取
材
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
自
分
の
考

え
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
て
、
生
き
生
き
と
し
た
表
情

で
語
り
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。「
高
梁
の
印
象
は
」
と

聞
く
と
、「
親
切
な
人
が
多
く
、
城
下
町
で
落
ち
着
い

た
ま
ち
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
に
は
、
学
生
が
主
体
と
な
り
初
め
て
の
ダ

ン
ス
イ
ベ
ン
ト
が
文
化
交
流
館
で
開
か
れ
、
会
場
は
若

者
の
熱
気
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
若
い
学
生
の
パ
ワ
ー
が
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
れ
ば
い
い
で
す
ね
。 

（
Ｎ
・
Ｋ
）

編
集
後
記
伝言板
ままままままちちちちちちののののののまち の

　向町にある郷土資料館は、明治３７年

（１９０４）、旧高梁尋常高等小学校本館として

建てられた建物で、市の重要文化財に指定

されています。

　昭和５３年４月に郷土資料館として開館

し、市民の皆さんから寄贈された、江戸

から昭和にかけての民俗資料など約３０００

点を展示しています。しかし、開館当初

に比べて資料が膨大に増え、その整理が

必要となっていました。

　そこで昨年４月から、吉備国際大学文化

財学部文化財修復国際協力学科と教育委

員会が連携し、館内の現状分析や展示資料の配置替え、展示物の説明板設置などの作業を進めてきました。

このほど、その整理作業が終了し、展示資料がより観覧しやすくなりました。

　館内には、蓄音機やラジオ、農具、タバコに関するものなど、生活様式の変化の中で消えつつある貴重

な資料が多くあります。ぜひ、この機会に、郷土資料館で高梁の暮らしの歴史を再発見してみてはいかが

でしょうか。

▽入 館 料：大人３００円、小中学生１５０円（団体割引あり）　　 ▽開館時間：午前９時～午後５時

■問い合わせ　教育委員会高梁分室（��０２８８）、高梁学園入試広報室（フリーダイヤル０１２０‐２５‐９９４４）

　

市
の
鳥
ヤ
マ
セ
ミ
は
、
数
が
少
な
く
、

生
息
地
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
美
し
い
鳥

で
す
が
、
な
か
な
か
普
段
見
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。ま
た
、
ク
マ
タ
カ
も
希
少
な
鳥

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
繁
殖
期
に
入
り
、
つ
が

い
で
飛
ぶ
の
で
観
察
す
る
に
は
、
こ
れ
か
ら

が
い
い
時
期
で
す
。

　

こ
の
ヤ
マ
セ
ミ
・
ク
マ
タ
カ
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
高
梁
野
鳥
の

会
主
催
の
観
察
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　

当
日
は
市
役
所
前
に
集
合
し
、
バ
ス

で
新
成
羽
川
ダ
ム
周
辺
に
移
動
し
て
観

察
し
ま
す
。

　

「
成
羽
川
流
域
は
、
ヤ
マ
セ
ミ
や
ク
マ

タ
カ
の
生
息
数
が
多
い
地
域
で
す
。
山
々

に
草
木
が
芽
吹
く
い
い
季
節
、
私
た
ち
が

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
」と
小
見
山
さ
ん
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
日
時
…
３
月　

日
�　

午
前
９
時
〜

２２

午
後
２
時（
雨
天
時
中
止
）

▽
定
員
…　

人
２０

▽
参
加
費
…
一
人
１
０
０
０
円
（
小
学

生
以
下
５
０
０
円
）

▽
申
込
方
法
…
３
月　

日
�
必
着
で
、

１４

参
加
希
望
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
は
が
き
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

▽
そ
の
他

�
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
手
袋
、
運
動

靴
の
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

�
昼
食
、
飲
物
、
観
察
用
具
（
双
眼
鏡
な

ど
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
双
眼
鏡
が
な
い
場
合
は
主
催
者
で
準

備
し
ま
す
。申
込
時
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

高
梁
野
鳥

の
会
会
長
・
小
見
山
さ
ん（
〒
７
１
６
�
０

０
３
８
高
梁
市
浜
町
１
２
８
５
�
１
・
�

�
１
０
０
０
・
�
�
１
７
４
１
・
Ｅ
メ
ー

ルk
o
id
e
@
b
ro
n
ze
.o
cn
.n
e
.jp

）

高梁野鳥の会　会長

小見山節夫さん�

郷土資料館がリニューアル

作業を終えた学生たち


